
執筆動機

元々はゼミの卒業論文として執筆してい

ました。私が所属する守口ゼミでは例年

懸賞論文に応募する人を先生が選ばれる

のですが、その中に入ったことで、応募を

することになりました。実は、執筆開始

時から密かに狙っていました（笑）。

論文の内容

既存のキャラクターコンテンツと企業の

コラボレーションについての研究です。コ

ンテンツはこれからの日本を支える武器

になるという建前と、元々キャラクターが

好きだという本音の下、研究テーマを設

定しました。具体的には、ノスタルジア（な

つかしさ）、企業との一致度、消費者の

好みを指標とし、それぞれがコラボレー

ションの評価にどれくらいの影響を及ぼ

すかを調べました。なぜそれらの指標に

着目したかは、ぜひ論文を読んでみて下

さい！　結果的には、実務的にも興味深

い示唆が得られました。

執筆にあたってのエピソード

執筆の過程で、かなり手痛いミスをして

います。数値の読み取りミスや、手順ミス

等々……。夜に作業するのはお勧めしませ

ん。もう一つ印象深いエピソードは、年末

年始にもかかわらず、調査を依頼した友

人が協力してくれたことです。中には家族

にまで頼んでくれた人もいて、嬉しかった

ですね。年末年始の特番を見ながら増え

ていくサンプル数に、自分にもこんなに友

達がいたのだとしみじみしました。

後輩の皆さんへ

執筆動機は様々だと思いますが、こう

して問題提起に始まり、結果として形にし

ていく過程は絶対に無駄になりません。

私にとっては、普通に過ごしていてはなか

なか開けない頭の回路を、一つ開けた気

分でした。執筆中は本当に大変でしたが、

だからこそやりがいもあるのだと思いま

す。受賞の報告を聞いたときに沸き上が

ってきたうれしさは忘れられません。せっ

かく大学に入り、執筆の機会に恵まれた

のであれば、それを最大限活用しない手

はないと思います。様々な人の知恵を借

りながら、頑張ってください！

既存キャラクターと企業のコラボレーション : 一致度、好み、ノスタルジアに着目して佳 作

『道の駅』による地域活性化 : ビジネスモデルの観点からの分析佳 作

執筆動機

私たちは専攻である経営学の観点から

地方活性化に貢献できるような研究がで

きないかと、地方出身者やもともと地方

問題に関心のあったメンバーを中心に結

成したチームです。全国的にも景気が低

迷する中で、地域に根ざしつつ高い経済

効果を生んでいた「道の駅」という施設に

魅力を感じ、その成功要因を分析しよう

と考えたのが研究のきっかけでした。

論文の内容

2つの道の駅を事例として、インタビュ

ーを通じた定性調査による比較分析を試

み、地域において成功するビジネスモデ

ルのパターンとそのコンテキストを解明し

ました。調査対象を選定する際には、盤

石な経営体制を確立できているか、地域

貢献力があるかという2点の基準を設定し

ました。分析の結果、道の駅のビジネス

モデルは、地域内で内需を循環させる「内

需循環型」と、地域外からの外需を獲得

する「外需獲得型」の2つに類型すること

ができました。また、ビジネスモデル策

定に影響を与える3つの重要なコンテキス

トが存在することが判明しました。

 執筆にあたってのエピソード

私たちは1年半にわたって、30の道の駅

についてフィールドワーク調査を行いまし

た。調査開始時に刊行資料などで調べた

ことに対して、実際に現場に出て調査を

行うと全く違った仮説が出てきて調査が

難航することもありましたが、根気強く研

究を続ける中で、次第にゼミ活動の集大

成として懸賞論文に提出したいと思うよう

になりました。就職活動の時期変更もあ

り、提出期限内に書き上げることは大変

でしたが、井上先生のご指導のおかげも

あり、満足いく論文を書き上げられました。

 後輩の皆さんへのメッセージ

いろんな事に興味を持ち、わからない

ことがあれば、足を動かして調査する。

それが研究のきっかけになり、成果に繋

がります。良い研究をしようと思えば、

それなりの時間や労力が必要になるので、

いかにモチベーションを維持できるかが

鍵になります。懸賞論文入賞という目標

はモチベーションを維持する上でとても有

効だと思います。頑張ってください！
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